



















































































































































を応用して初期の P-E fit 研究では、Holland（1997）による RIASEC 類型（六角形モデル）な
ど職業心理学の領域において議論が展開されてきた。つまり、個人と職業との適合（Person-
Vocation fit: P-V fit）が重要視され、個人と職業との適合を高めることが、その後のより良い
仕事への適応（work adjustment）に結びつくと考えられてきた。その後、個人が適合する仕
事環境（work environment）の対象に関する検討が行われ、1）個人－職業適合（P-V fit）、2）
個人－組織適合（Person-Organization fit: P-O fit）、3）個人－職務適合（Person-Job fit: P-J fit）、
4）個人－同僚／集合適合（Person-Group fit: P-G fit）、5）個人－上司適合（Person-Supervisor 
































































注 職業観の 3側面について検証を行う 














































回答を求めた。性別は、男性 =82（89.1%）、女性 =10（10.9%）であった。職種は、営業 =19
（20.7%）、技術 =61（66.3%）、企画 =12（13.0%）であり、技術職が７割弱を占める。年齢階
級 は、25－29歳 =10（10.9%）、30－34歳 =10（10.9%）、35－39歳 =21（22.8%）、40－44歳 =51
（55.4%）で、20－24歳と45歳以上の年齢階級にあてはまる者はいなかった。転職の有無は、無
=77（83.7%）、有 =15（16.3%）であった。部下の人数は、０人 =54（58.7%）、１－３人 =25














済的側面）の a=.78、職業観（個人的側面）の a=.68、職業観（社会的側面）の a=.79であっ







































































職業観（経済的側面） 職業観（個人的側面） 職業観（社会的側面） 





























表 1 組織適応感において年齢階級と部下の数を要因とした時の分散分析の結果 
    n 組織適応感 F 
平均値 標準偏差 多重比較（Tukey HSD） 
年齢階級 
（歳） 
25-29 10 3.70 .66 3.71* 
30-34 10 2.93 .94 
30-34＜35-39* 
30-34＜40-44** 35-39 21 3.69 .74 40-44 51 3.73 .65 
部下の数 
（人） 
0 54 3.50 .75 2.94* 
1-3 25 3.68 .69 
0人＜7-14† 4-6 6 3.54 .58 7-14 5 4.40 .55 
15 over 2 4.63 .18 






















表 2 職業観、仕事の意味深さおよび組織適応感の相関係数 
    1. 2. 3. 4. 
1. 職業観（経済的側面）         
2. 職業観（個人的側面） .18 †    
3. 職業観（社会的側面） .28 ** .45 ***     
4. 仕事の意味深さ .01  .62 *** .45 ***   
5. 組織適応感 .16  .38 *** .55 *** .64 *** 















注 *** p<.001 
注 誤差変数は省略した 


















































































注 *** p<.001、* p<.05 
注 誤差変数は省略した 















































































15）Judge & Ferris（1992）, Kristof（1996）, Kristof-Brown, Zimmerman & Johnson（2005）による。
16）Chatman（1989）の個人－組織適合の定義にもとづき、本研究における組織適応感を定義した。
17）例えば、Wrzensniewski et al. （1997）。
18）例えば、金沢（1997）、神戸（2016）。
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